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ヨーロッパのネット最新情報をキャッチ

ヨーロッパのインターネット事情というのはなかなか耳に

入ってこないが、日本以上に先進的な取り組みが行われ

ている。フランス・カンヌで毎年開催されるインタラクテ

ィブコンテンツのトレードショー、MILIAが、ヨーロッパ

のインターネットの動きを伝える展示会へと変化してい

る。そこでこのMILIAの最新レポートをお伝えする。 編集部

事実、「ブロードバンドインターネット」「イ

ンタラクティブTV」「ワイヤレスメディア」と

いったわれわれにはお馴染みのキーワードが並

んでいた。

ビベンディが
メディア戦略を発表

THINK.TANKサミットの最後を締めくくる

キーノートスピーチには、昨年、ユニバーサ

ルグループを傘下に持つシーグラムを買収し、

一躍世界の大メディア企業となったビベンデ

ィユニバーサルのCEOジャンマリー・メシエ

氏（写真左下）が壇上にあがった。

傘下に放送・通信、音楽、出版、映画な

どの企業を持つ同社の動きについて、メシエ

氏はこの場でそのいくつかを発表している。

出版部門のビベンディユニバーサルパブリ

ッシングによる、教師・親・生徒を結ぶ教育

ポータル“education.com”の発表がその1

つだ。また、音楽分野ではユニバーサルミュ

ージックとソニーミュージックの共同による音

楽配信事業“デュエット”の話題に触れ、

PCだけでなくモバイル端末やテレビ用のセッ

トトップボックス（STB）など多様なデバイ

スへの配信をアナウンスしている。

このSTBについては、「2001年末にはハー

ドディスクを内蔵したものを提供する」こと

で、同社のCATV部門のカナルプリュスなど

で映画の配信も開始するという。週に数本の

映画がハードディスクに保存されることで、

「まるでSTB内にDVDのカタログを持つよう

になる」とメシエ氏は語っている。さらに配

信する映像をパーソナライズすることによって

「ユーザー自身の番組表を持った“My TV”

を実現する」のだという。

ヨーロッパは
インタラクティブTV先進国

メシエ氏の言う新しいテレビの世界は日本

ではまだ先の話に思えるが、ヨーロッパでは現

実のものとなりつつある。その兆しを見せる物

のひとつとして、MILIAの展示会場がそれを

話題の中心は
ブロードバンド

前半はカンファレンス中心のTHINK.TANK

サミット、後半は展示会と二部構成となって

いるMILIAだが、今回はTHINK.TANKサミ

ットの最終日と展示会の初日に参加すること

ができた。

MILIAといえば、CD-ROMやビデオゲーム

といったいわゆる“コンテンツ”中心の展示

内容のイメージが強いかもしれないが、話に

よれば、ここ数年インターネット向けのソリュ

ーションにフォーカスしてきているのだという。
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INTERNET magazine 2001/5 245FTTH（エフ・ティー・ティー・エッチ／Fiber To The Home）：郵政省が提唱する光ファイバーによる高速ネットワーク。数十Mbpsの光ファイバーネットワークですべての家庭を
結ぶ。当初2005年に全国を網羅して実現するのが目標だったが、やや遅れて2010年が現在の目標となっている。

物語っている。

仏カナルサテライトや仏TPSといったデジ

タル衛星TVによるインタラクティブなコンテ

ンツについては、日本でも一部報道はされて

いるが、仏NPTV、伊TV files、英NDSをは

じめとする多数のインタラクティブTVのシス

テム提供企業の多さには驚かされる。

ユーザーの要求に応じて番組内にテキスト

による付加情報や、1番組に複数の映像を同

時に放送できるこういった仕組みは、CATV

や衛星の放送として現実に使われているもの

だ。まだ実験段階ではあったが、中にはテレ

ビ画面でオンデマンドで見ていた番組を途中

で終了させて、続きを映像配信対応の携帯電

話で見られるものもあった。

一方、ADSLのようなインターネットのイ

ンフラを利用したIPベースのインタラクティ

ブTVのモデルも登場している。英Yes

Televisonはその1つで、専用のセットトップ

ボックスを使い、ADSLやケーブルをインフラ

としてビデオオンデマンド（VOD）やインタ

ーネット接続を実現している。すでに英国で

ブリティッシュテレコムと共同でADSLを使

ったサービスを開始し、オーストラリアでも現

地のケーブルや電話会社と共同で同様の事業

を始めているという。

ネット世代ゲームが
おもしろい

教育コンテンツやエンターテインメントコン

テンツなどの小さなブースが多数あるのも

MILIAの魅力だ。かつてのCD-ROMコンテ

ンツがインターネットにシフトしてきているの

もおもしろい現象だった。

中でも異彩を放っていたのがゲームやデザ

インのクリエイター集団cHmAnが提供する

Flashベースのウェブ上ゲーム“Banja”だ。

このロールプレイングは、ユーザー同士がチャ

ットを行いつつ、ゲームを進めるごとにコンテ

ンツを少しずつダウンロードする仕組みだ。ま

た、毎月、機能やゲームのシチュエーション

（エピソード）がアップデートされて常にユー

ザーが楽しめる仕掛けも持つ。まさにインタ

ーネット向きな仕上がりとなっている。

展示会場のオープン日にはジョスパン仏首

相が顔を出すなど、フランス国内だけでも注

目度は高いMILIA。50か国から参加者があ

ったというから世界の目がここに注がれている

ことは間違いない。

USのマーケットが勢いを失ったいま、

MILIAをはじめとしたヨーロッパの動きにも目

を向けなければならないだろう。

ネットイヤーグループが
見たMILIA2001
日本のSIPSとして、唯一MILIAに視

察に訪れたネットイヤーグループCSOの

鈴木貴博さんに、SIPSとして今回の

MILIAをどう見たかをうかがった。

「MILIA全体としては、コンテンツか

らストラテジックな話題に変化してきて

いる。セピエントやアクセンチュアとい

ったビジネス志向の企業がスポンサーを

務めているところからも、その一片が見

て取れた。

THINK.TANKサミットの初日には、

ブロードバンドと高速無線ネットワーク

についての議論があったが、ブロードバ

ンドについては、現在、考えられている

キラーアプリケーションが実現するには

6Mbpsぐらいのインフラが必要なのでは

ないかという話だった。日本ではxDSL

の議論が盛んだが、欧米では本格的な

ブロードバンドはFTTHが前提になって

いるということだろう。一方でブロード

バンドコンテンツへ投資した先行組みが

倒れてきている。その中でブロードバン

ド向けのコンテンツとしては、コミュニ

ティーを形成するような“ゲーム”がキ

ーとなるのではないかと言われている。

いずれにせよ、最終的にはかつてのポ

ケベルのように、若い世代がマーケット

を作るようになるのではないか。それは

未知数だ」

1. ADSL、CATVでIPベースのインタラクティブTVを実
現する“Yes Television”のテレビ画面。

www.yestv.co.uk

2. フランスのCATV会社、カナルプリュスのインタラク
ティブTVのテレビ画面。

www.canalplus.fr

3. テレビにも携帯電話にもシームレスに映像を配信で
きる（写真は映像対応のSAMSUNG製携帯電話試作機）。

4. モトローラのJava対応携帯電話試作機。400KBまで
アプリケーションを配信できる。
5. ロールプレイングゲームのBanja

www.banja.com
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